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れ た 内容 も模倣の域を出な い もの だ とい う観点か ら，漢文 に よ る著作 に 対 す る評価 に

留保 をつ けて い る 。

　 ブ イ ン ・
ト ゥ ク ・カ ン は ， 歴史 を溯 っ て 中国 に対す る ベ トナ ム の 固有性 を想定 した

うえで ， その 固有性 と中国か らの影響 とが重 な り合 うもの と して ペ トナム の伝統を把

握 し ， そ の 中か ら何を継承 す べ きか とい う議論 をして い る 。 これに 対 し ，
フ ァ ム ・ク

イ ン は ， 伝統的要素の な か に 継承 す べ き もの が あ る と考える
一

方で
，

ベ トナ ム の伝統

文化が 中国の模倣 を主 とする もの で あ っ た と把握 し，確 固た る ベ トナ ム の 独 自性は 過

去に は存在 しな か っ た と と らえて い る 。

北 タイ ， タイ ・ ル ー族の 守護霊儀礼 とその 社会的背景

　　
一 ナー ン へ の 移住史 との か か わ りで 一　　　　　　 馬場雄 司

　タ イ北部に 居住 する タイ ・ル ー族 は ，雲南 に形成 され た シ プソ
ー

ン パ ン ナー王 国を

出 自とす る 。 ナ
ーン県 ターワ ン パ ー郡の N ， D ，

　T 村 は ， 19世紀，内乱 に よ っ て シ プ ソ

ーン パ ン ナ
ー

の ム ア ン ラ
ーか ら移住 し ， ナ

ー
ン 土候 の もと に 入植 した こ とを起源 とす

る
。

三 村は
，

三 年 に
一

度，
ム ア ン ラーか ら の 移住 を記念 し ， 守護霊 チ ャ オ ル ァ ン ム ァ

ン ラ
ー

を合祀す る 。 儀礼は三 日聞に わ た っ て N 村で 行わ れ，D 村 に 住む ム ア ン ラ
ー

の

土候 の子孫チ ャ オ ム ア ン と N 村に住む司祭 （モ
ー

ム ア ン ）が 中心 と な り， 水牛等が供

儀 され る 。 今 日 ， こ の儀礼は N 村主 導の もと外部 を意識 して 肥大化 し ， 観光局 も注 目

し て い る 。 現在 ， 儀 礼を主催 とする N 村 は農村開発 の模範村で あ る 。

一
方 D 村 は貧 し

く，か つ て の チ ャ オ ム ア ン が 村人 を殺害 した業が貧困 を もた らした とい われ る 。 こ こ

に，D 村 と，　 N 村の 間の 儀礼をめ ぐる 「心理的1 葛藤が ある 。
二 村の 間に は

， 日常 の

社会関係 に お け る コ ン フ リク トはほ とん どな い
。 と こ ろが ， D 村 の 貧困の説明 とな る

チ ャ オ ム ア ン は ， 儀礼 にお け る最 も重 要な役職で あ り，D 村 は儀礼 に参加せ ざ るを得

な い
。 従 っ て ， N 村 中心の 儀礼 の 肥大化 に拍車が か か る こ とで

， 「心理 的」葛藤が 強 ま

る の で あ る 。 タイ
・ル ーの ターワ ン パ ー盆地入植 に 関す る歴史に 関 して も ， D 村 で は

入植時 よ りチ ャ オ ム ア ン は D 村に い た とす るが ，
N 村で は N 村か ら他 の 二 村が 分村

した とす る。地理環境や伝承 を考慮す る と ， D 村 の 入 植が 先 と考え ら れ る が
，

こ の N

村 中心の歴史解釈 は ，
N 村 を中心 とした タ イ ・ル ー

の 「伝統」の創造 と関わ っ て い る 。

こ の儀礼 は故地 ム ア ン ラーで は ム ア ン ラ ー土候 の 権威維持 を目的 としたが ， タ イ国移

住後の 今 日，
ム ア ン ラ ー土候の子孫は儀礼上の 役割の み果た し政治的権威 はな い

。 タ

イ と い う 「国民国家」 に お ける農村開発競争 とい う文脈 で
， あ る村が他村 に対す る優

位 を確認 さ せ る と い う新た な権威が ， こ の儀 礼 に 関わ っ て い る よ う で ある 。

 

即位 式 と沐浴 と龍

　　　　　東南ア ジ ア の 伝統文 化 と外来文化 山本達郡

東南 ア ジア はイ ン ド ・中国 ・イ ス ラ ム ・西洋 の 各種の 文 化を受容 しな が ら ， 古 くか
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